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おしらせ版

● 1階ロビー
中央公民館ミ示潔●

美術コーナ…①  8月 3日～9月 30日まで

佐藤慶子さん (荒砥)の「ちぎり絵」を展示します。

美術コ…ナ…②  7月 に引き続き8月 31日まで

「深山工房つち団子展」
金田利之 さん (高玉)

●文化実習室 特別展

「フォトしらたか写真展」
代表菅間 道雄 さん
▼いつ  7月 26日 (月 )～ 8月 1

「ちぎり絵展」
代表柳生 嘉子 さん
▼いつ  8月 17日 (火 )～23日

● 1階フロアー

す 「司、らZ質ガ蜀来|ヨ」
嶋林旭峰さんの書です。
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お詫びと訂正 6月 24日 号のお知らせ版で
お詫びして訂正いたします。

σ
゛
計
サ8月 の業務時間延長日

3/2,9,16,23,30

(畔藤)
日(日 )まで

(高岡)
(月 )まで

．７̈
〓機革

C

〓
億
亀
癬

|

膚科診療がはじまりま
町立病院に皮膚科が新設されます

8月 から町立病院に皮膚科を新たに設置します。医師は山形大学付属病院皮膚科からの派遣
医師で、診療日は毎月第 1金曜日の午後です。なお、 8月 の診療日は、 8月 6日 (金)です。
●受付時間 午後 1時 15分～ 3時30分  ■問い合わせ 町立病院 (885-2155)

●鮎貝郵便局ロビー
「趣味と挑戦」
漆山 明さん (山 口)
(8月 31日 まで)

●鮎員地区公民館ギャラリー
「絵手紙 。はがき絵展」
赤間きみさん (魚占員)
(8月 1日 まで)
「箸おきコレクション展」
渡辺与四郎さん、故・高橋二郎さん、
神保玲子さん (鮎貝)
(8月 3日 から31日 まで)

「深山工房つち団子展」のお名前が金田和之さんとありましたが、金田利之さんの誤りでした。



●
農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
８
月
の
農
業
委
員
会
総
会
は
８
月
西
日

（水
一
で
す
ｃ
農
地
法
関
係
の
申
請
し
め
き
り
は
８
用
で
日

，大
）
で
ｄ

■
問
い
合
わ
せ
　
由辰
業
委
員
会
農
地
調
整
係

（奮
距
１
６
１
２
８
）

課
介
護
支
援
係
（８
％
ｌ
ｏ
ｌ
ｌ
２
）

白
鷹
町
婦
人
会
講
演
会

開

か
ね

た
婦

′
、
会

活
動

に
す

る
た

め
、
多

く

の
か
た

の
こ
参

加

を
お
待

ち
し

て

い
ま
す
．

▼

い

つ
　

８
月

１
日

（
日
）
午
後

ｌ

時

間
場
、
午
後

―
時

船
分
開
会

▼
ど

こ
で
　

中
央

公

民
館
人

ホ
ー

ル

▼
対
象
　
ど

な

た

て
も

▼
内
容

・
演

題

「心
を
中

か
に
す

る
お
話
」

講

師

　

ん
山

形
県
家

庭
教
育
専

門

［興
　
菊

地
剛
謙

さ

ん

・
ア
ト

ラ
ク

シ

ョ
ン
　

ト

ーｉ

民
踊
愛

好
会

▼
参
加
料
　
無
料

■
‐ｌｉｌ

い
合

わ

せ
　

教
育
委

員
会

生

涯

学
習

・
ス
ポ

ー

ツ
推

進
係

（
８
鍋
―

６
１
４
７
）

す

い
と
ん
を
食

べ
な
が
ら
、

戦
争
体
験
を
聞
き
、
平
和
を

語
り
合
う
集

い

旧
満
州
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
弓
ね

た
畔
藤
の
新
野
芳
雄
さ
ん
と
森
合

の

山
口
み
つ
さ
ん
を
川
ん
で
、
平
和
の

こ
と
、
戦
争
の
こ
と
を

‐
ｉｒｉ
り
合
い
ま
す
ぃ

▼
い
つ
　
８
月
８
Ｈ

（Ｈ
）
午
前
Ｈ

時
～
午
後
２
時
判
分

▼
ど

こ
で
　
卜
Ｌ
地
区
公
民
館

▼
会
費
　
３
０
０
円

（高
校
生
以
ド

無
料
）

▼
Ｌ
催
　
新
日
本
婦
人
の
会
、
白
鷹

こ
ご
み
班

■
問

い
合
わ
せ
　
横
山

（８
％
１

５

４

つ
一
つ
こ

介
護
者
交
流
会
の
ご
案
内

忙
し
い
介
護
か
弓
　
時
的
に
放
ね
、

介
護
者

同
Ｌ

の
交
流

を
持

ち

リ

ワ

レ

ツ
シ

ユ
し
ま
し
よ
う
。

▼
日
程
と

コ
ー
ス

日
帰
リ

コ
ー
ス

‐１‐
９
月
９
日

（本
）
小
野
川
温
泉

一
Ю
月
７
Ｈ

（本
）
彙
山
温
泉

中
Ｈ
月
７
Ｈ

（日
）
バ
レ
ス
松
風

１
泊
２
日

コ
ー
ス

●
９
月
”
Ｈ

（水
）
～
知
国

（木
）

蔵
Ｅ
温
泉

●

Ю
月
日
」―

（水
）
～
１１
日

（木
）

蔵
Ｉ
温
泉

Ｏ

ｍ
月
釦
日

（水
）
～
Ⅱ
Ｈ

（木
）

白
布
温
泉

▼
参
加
で
き
る
か
た
は
、
次

の
か
た

を
介
護
し
て
い
る
介
護
者
で
す
。

‐１，
要
介
護

′１
ま
た
は
５
に
相
当
す
る

か
た
一
痴
果
の
あ
る
高
齢

の
か
た

（日
常

生
活
自
立
度
Ⅲ
以
―‐
）

▼
参
加
費
　
原
則
と
し
て
全
額
助
成

し
ま
す
。
た
だ
し
、
介
護
さ
れ
て
い

る
か
た
が
短
期
人
所
等
を
利
用
す
る

場
合
は

本
部
負
オ‐１
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
参
加
す
る
た
め
に
介
護
が
必
要
な

か
た
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
く
て
も
参

加
条
件
に
該
当
す
る
よ
う
な
か
た
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
中
込

・
問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉

亀
工
房

コ
ン
サ
ー
ト
ｉｎ
瑞
岩
寺

演
奏
す
る
の
は
、
日
本
で
は
珍
し

い
（
シ
マ
ー

・
グ
ル
シ
マ
ー
と
い
う

打
弦
楽
器
と
ア
コ
ー
ス
テ
ｆ
ッ
ク
ギ

タ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
デ

ュ
オ

・
バ

ン
ド

「亀
Ｌ
房
」
ぃ
全
国
各
地
で
静
か

な
ブ
ー
ム
を
呼
ん
て
い
る
男
女
２
人

組
の
グ
ル
ー
プ
で
す
．

▼
い
つ
　

７
月
か
Ｈ

（水
）
午
後
６

時
間
場
、
６
時
Ю
分
開
演

▼
ど

こ
で
　
瑞
岩
寺
本
堂

▼
料
金
　
一Ψ
冗
１
５
０
０
円

当
Ｈ
２
０
０
０
円

＊
父
母
同
伴
に
限
り
中
学
生
ま
で
無

料
ぃ
た
だ
し
就
学
前
児
童

の
同
伴
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
．

■
問
い
合
わ
せ
　
メ
デ

ィ
ア
バ
ー
ン

白
鷹
分
室

（
ソ
フ
ト
小
村
内

・
８
８６

１

１
２
３
６
）

町
芸
術
祭
の
出
品
作
品
を
募
集

町
芸
術
文

化
協
会

で
は

Ю
月

即
日

か
弓

劇
Ｈ
ま

で

「第

別
回
白
鷹

町
芸

術
祭
」

を
開
催

し
ま
す
。

期

―ｌｉｌ
中

展

示
す

る
書
道
、
絵

画
、

写
真

の
作

品

を
募
集

し
ま
す
。

▼
出

品
点
数

　

１
人

２
点

ま

で
、

▼
出

品
料

　

５
０
０
円

▼
じ
め
き

り
　

Ю
月

５
日

（火
）

■
問

い
合

わ

せ
　

教
育
委

員
会

文
化

振

興
係

《

絲
１

６
１
４
６
）

第
３６
回
読
書
感
想
文
と

生
活
文
コ
ン
ク
ー
ル

▼
応
募

部

門
　
読
洋
感
想
文

と
生
活

文

コ
ン
ク
ー

ル

（
一
般

の
み
）

▼
字
数

　

４

０
０
字

原
稿

用
紙

５
枚

∩

程
度
▼
応
募
方
法
　
直
接
、
町
立
図
書
館

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

＊
た
だ
し
、
小

。
中

・
高
校
生
は
学

校
を
通
じ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
人
彰
式
　
後
Ｈ
連
絡
し
ま
す
。

▼
し
め
き
り
　
９
月
郎
Ｈ

（水
）

▼
卜
催
　
白
鷹
町
教
育
委
員
会

■
‐―――
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
文
化

振
興
係

６

％
１

６
１
４
■

第
１
回
本

の
リ
サ
イ
ク
ル
市

図
書
館

で
は
、

利

用
者

の
皆

さ

ん

が
不
要

に
な

っ
た
本

を
無
料

で
提

供

す

る
場

を
設

け
ま
す
。

ご

活

川
く
だ

さ

い
。

な
お
、

児
中
書

や
絵
本

な
ど

不
要

の
も

の
が
あ

り
ま
し
た

弓
お
一蔽
り
く

だ

さ

い
。

▼

い

つ
　

８
月

６
Ｈ

（金
）
午
前

Ю

時

～
夜

８
時

ま

で

▼
ど

こ
で
　
中
央
公
民
館
文
化
実
習
ネ

■
‐ｌｌｌ

い
合

わ

せ
　

教

育
委
員
会

文

化

（

‐

ちょうりじょうゆうびん
～おしらせ版～

8月 は、「お盆ド1理を知ろうJ「 ]Iの 農産物を味わおう～深山ぶどう～Jをねらいに
しています。

お盆の「棒だ弓J、 |ド 月の「からかい煮のにこごりJな どは、置賜地方では海の魚
がごちそうだつた時代から食べ続けられてきた、大切な郷土食文化です。

少し|!「いのですが、「14成 4年置賜地方における伝統的食生活文化」の中に西置I場

の郷十料J甲についての既知及び摂食状況調査が載っています。棒だら煮は、「今も食

べていて、作つているJと いう人が5()%前後でした。「今も食べているが、家で作っ

たことがないJ「 呂=は作つたが、今は作らないJと いう人は8～ 9%で した。この調
査から12年たつた今、食11活は多様化し、大きく変わつていることは間違いないで

しょう。棒だら煮は、けして 1・どもたちが喜ぶ本1理ではないかもしオ1ません。しかし、

大人になって郷十の記憶というのは、こに残るものが多いのではないでしょうか。県

外へ出て、わが も́、るさと談義をすれば、必ずやその土地の料理、名産で盛り上がりま

すよね。
′
〉llの 「棒だら煮」と「深山のデラウエアJ。 子どもたちの舌に残すべき味の

‐つ

であると思います。そオ1にはまず、実際に何回も見て、食べてもらうしか方法はあり

ません。1‖ (=千)の食文(ヒを作るには、1寸 りの大人たちが配慮し、用意してやらな
ければならないのです。郷十食を伝

'大

する責任は、われわオ1人 人にあるのです。

引火ヨ早タッ[計のコ富rtt「 [きも
…
み子|

※都 fiに よ 1)献 れを変 ιする」

'ド

)が ,ケ ,|ま す ■「 ● (til

今月のおらほの食材
田J IJNl産  トマト、キュウリ、スイカ、キャベソ

ブドウ

●蚕桑紬パーク屋内運動場  8月 ・ 9月 の休館日 8月 2日 (月 )、 9日 (月 )、 16日 (月 )、 23日 (月 )、 30日 (月 )
9月 6日 (月 )、 13日 (月 )、 21日 (火 )、 27日 (月 )

【8月 の学校給食献立表】

卑 呻 子
しいい里■三]二「イニ上三ニゴ _畳

●鮎貝小リクエスト献立●
26木 1辱わがあ三lん

~年
コ十
~希
内のし[1●・



振
興
係

（８
８５
‐
６
１
４
６
）

第

１９
回
町
民

ソ
フ
ト
ボ

ー
ル

大
会

の
参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
い
つ
　
８
月
３．
日

（火
）
～
９
月

４
日

（土
）
ナ
イ
タ
ー

▼
ど

こ
で
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

▼
種
目

　

一
般
男
子
、　
一
般
女
子
、

壮
年
男
子
、

マ
マ
さ
ん

▼
参
加
資
格

。
一
般

の
部
　
平
成
１６
年
４
月
１
日

現
在
で
１５
歳
以
上
の
か
た

。
壮
年
男
子
の
部
　
昭
和
４０
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
か
た

。
マ
マ
さ
ん
の
部
　
既
婚

の
女
子

▼
チ
ー
ム
の
編
成

①
地
区
ま
た
は
町
内
な
ど

の
地
域
単

位
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
、
町
シ
二

ア
チ
ー
ム
、
町
議
会
議
員
チ
ー
ム

②
監
督
１
人
、

コ
ー
チ
ー
人
、
選
手

２０
人
以
内

▼
試
合
方
法
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

▼
参
加
料
　
２
０
０
０
円

▼
申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、
参
加
料
を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
じ
め
き
り
　
８
月
１８
日

（水
）

▼
監
督
主
将
会
議
　
８
月
２０
日

（金
）

午
後
６
時
３０
分
か
ら
中
央
公
民
館
で

行
い
ま
す
の
で
、
監
督
か
主
将
い
ず

れ
か
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
　
町
民
課

。

衣
袋

（な
８５
‐
６
１
３
１
）

２２
世
紀
の
森
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

昨
年
植
え
た
ブ
ナ
植
栽
地

の
下
草

刈
り
を
行
い
ま
す
。
今
後

の
成
長
の

個〔
手
助
け
と
な
る
下
草
刈
り
を
お
手
伝

い
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ
　
７
月
２８
日

（水
）
午
前
９

時
３０
分
～
Ｈ
時
３０
分

（雨
天
決
行
）

▼
ど

こ
で
　
ふ

る
さ

と
森

林

公

園

ロ
ー
ラ
ー
す

べ
り
台
上
部

の
山
林

▼
服
装
　
雨
具
、
長
靴
な
ど

▼
申
込
じ
め
き
り
　
７
月
２６
日

（月
）

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
　
２２
世
紀

の

森
づ
く
り
の
会
事
務
局

（西
置
賜
ふ

る
さ
と
森
林
組
合
内

・
雪
８６
‐
２
３

１
０
）

西
置
賜
行
政
組
合
職
員
採
用
試
験

▼
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

初
級
消
防
職
　
１
人

▼
受
付
期
間
　
８
月
２
日

（月
）
～

‐６
日

（月
）

▼
受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
～
午

ＣＣ

後
５
時
ま
で

（土

。
日
を
除
く
）

▼
受
付
場
所
　
西
置
賜
行
政
組
合
事

務
局

（長
井
市
、
消
防
庁
舎
内
）

▼
試
験
日
　
９
月
１９
日

（日
）

▼
試
験
の
内
容

。
一
次
　
教
養
試
験
、
作
文
試
験
、

適
性
試
験

（筆
記
）

・
二
次
　
体
力
試
験
、
人
物
試
験

▼
受
験
資
格
　
長
井
市
、
自
鷹
町
、

飯
豊
町
、
小
国
町
の
居
住
者
ま
た
は

当
該
地
域
に
居
住
す
る
予
定
の
か
た

で
、
昭
和
５４
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
高
校
卒
業

（平
成
１７
年
３
月

卒
業
見
込
み
の
か
た
を
含
む
）
以
上

の
学
歴
を
有
す
る
か
た

▼
試
験
会
場
　
長
井
南
中
学
校

▼
採
用
予
定
　
平
成
１７
年
４
月
１
日

＊
試
験
申
込
用
紙
は
、
西
置
賜
行
政

組
合
事
務
局
、
消
防
本
部
消
防
署
、

消
防
署
白
鷹
分
署
に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
西
置
賜
行
政
組
合

事
務
局

（雪
８８
‐
４
３
３
６
）

各
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

造
園
入
門
講
習

（９
月
３
日
～
１０
日
）

樹
木

の
せ
ん
定
方
法
な
ど

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
習

（１０
月
４

日
～
８
日
）

会
社
な
ど

の
建
物
内

の
床
の
洗
浄
、

カ
ー
ペ
ッ
ト
の
清
掃
方
法
な
ど

緑
地
管
理
講
習

（１０
月
２５
日
～
２９
日
）

刈
払
機

の
使
用
方
法
、
安
全
対
策

な
ど
を
学
び
、
林
材
業
労
働
災
害
防

止
協
会

の
発
行
す
る
修
了
証
を
取
得

▼
募
集
人
数
　
２０
人

（応
募
多
数

の

場
合
は
抽
選
）

▼
応
募
資
格
　
５７
～
６５
歳

の
か
た

▼
申
込
方
法
　
は
が
き
に
希
望
す
る

■ 私 が 薦 め る 一 冊 図書館協議会委員 井 上  菅 子

この本は小学校高学年向けの児童書である。「お地蔵様のネッ

●
７
月
２８
日
の
町
民
プ
ー
ル
の
一
般
開
放
に
つ
い
て
…
７
月
２８
日
（水
）
は
第
４‐
回
白
鷹
町
小
中
学
校
及
び
町
民
水
泳
大
会
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、終
日
、
町
民
プ
ー
ル
を

一
般
開
放
い
た
し
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（●
８５
‐
６
１
４
７
）

クレスJ「毛ダニ先生」「樹氷物語」の二部作。その中の「毛ダ |

二先生」は言うまでもなく、「ッッガ虫病」を発見した、芳賀忠
|

徳氏を主人公にした物語。                 |
今から約 200年 ぐらい前まで、「ツツガ虫病Jは、毒虫の鱗

|

から出る赤い汁が人の体に触れて拡がるといわれていた。   |
最上川に洪水が起こるたびに赤い毒の汁の熱病は蔓延し、21
～3カ 月の間に 43人 も村人が死ぬこともあった。あるとき野 |

ネズミの死骸から忠徳は毛ダニ (ツ ツガ虫)を発見する。そし|
て、赤く腫れた病人の毛穴から一匹づつ毛ダニを掘りだして命

|

を救い、ツツガ虫病の確証を得たのである。横田尻の「毛ダニ |

先生」のことが物語的におもしろく書かれ、児童向けだが大人 |

が読んでも郷里の偉大な医学者を知るうえで興味深い。    |

■今月の新刊
一年中楽しめるベス トとニットこもの/江戸切絵図にひろ |

がる藤沢周平の世界/江戸幕末 和洋暦換算事典・釣洋一/1
グルグルまわるすべり台・中村航/結婚帝国女の岐れ道・上 |
野千鶴子/結婚入門・アンテイラー/剣闘士スパルタクス・

|

佐藤賢一/公訴取消し・小杉健治/古代蝦夷とアイヌ・金田 |

―京助/サ ンセット ヒー ト・ジョー R/シ ーボル トの |

眼・ねじめ正一/最新天文小事典・福江純/自転車少年期・ |

竹内真/寂聴の古寺礼讃・瀬戸内寂聴/上海迷宮・内田康夫 |
/修理・足立紀尚/証言台の母・佐木隆三/植物ごよみ・湯

|

浅浩史/その女の名は魔女・赤川次郎/ダ  ヴィンチコー ド
|

上下・ダン ブラウン/父の目方・宮本輝/長崎乱楽坂・吉 |

田修―/日 本語テクニカルライティング・高橋昭男/灰色の |

瞳・佐川光晴/ビュウティフル ネーム・鷺沢 崩/ま とも |

な人・養老孟司/輪違屋糸里 上下・浅田次郎/

第 209回 おはなしの会
8月 5日  土曜日 夜 7時より 図書館にて

一年に一回の夜のおはなしの会です。絵本の読み聞か
せ 。語り。花火などを行います。夜間ですので、おうち
のかたとおいでください。

■ 8月 の休館日 8/2、 9、 15、 23、 30■

講
習
名

・
住
所

・
氏
名

・
生
年
月
日

・

電
話
番
号
を
書
い
て
お
申
し
込
く
だ

さ
い
。

▼
じ
め
き
り
　
各
講
習
開
始
日
の
２

週
間
前
ま
で

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
　
一Ｔ
９
９
３

１
０
０
０
３
長
井
市
東
町
２
番
１２
号

長
井

。
西
置
賜
地
区
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

（雪
８４
‐

４
５
３
５
）

平
成
１６
年
度
危
険
物
取
扱
者

保
安
講
習
の
お
知
ら
せ

受
講
対
象
者
は
、
危
険
物
取
扱
作

業
に
従
事
し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者

で
す
。
３
年
毎
に
講
習
を
受
講
し
な

け
れ
ば
、
免
状

の
返
納
を
命
ぜ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
忘
れ
な
い

で
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

長
井
会
場
の
講
習
日
程

▼
い
つ

給
油
取
扱
所
　
９
月
３
日

（金
）
午

前
９
時
～
昼
１２
時

一
般
講
習

（給
油
取
扱
所
以
外
）

。
１
回
目
　
９
月
２
日

（木
）
午
後

１
時
３０
分
，
４
時
３０
分

ｏ
２
回
目
　
９
月
３
日

（金
）
午
後

１
時
３０
分
～
４
時
３０
分

▼
ど

こ
で
　
西
置
賜
行
政
組
合
消
防

本
部
▼
受
講
受
付
期
間
　
７
月
２２
日

（木
）

～
８
月
１２
日

（木
）

▼
受
講
手
数
料
　
４
７
０
０
円

＊
受
講
申
請
書
は
消
防
本
部
、
消
防

署
ま
た
は
各
分
署
に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
予
防
課

内
危
険
物
安
全
協
会
事
務
局

（８
８８

１
１
７
９
７
）

ｃ
理
解
の
う
え
、
づ
ｃ
了
承
＜
だ
さ
い
。

。 ●パレス松風の休業について一呂昌ス:おど法づ箋紹m55壁由鶴?先型鰊高品アいただきます。
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母子健康手帳の交付

お母さんとお子さんの健康を守るために、

妊婦さん全員に交付しています。

●随時交付しますが、保健師が留守の場合

がありますので事前に電話などでご連絡

ください。

●場所 :健康福祉センター

赤ちゃん健診

●日程 :

月  日 健 診 対象児

8月 4日 (水 )

3カ 月児 平成16年 4月 生まれ

9カ 月児 平成15年 10月 生まれ

8月 26日 (本 ) 3歳児
平成13年 3月 16日～

平成13年 4月 30日生まれ

●会場 :健康福祉センター

●内容と受付時間

3カ 月児…昼12時 30分～午後1時

9カ月児…午後1時～1時20分

3歳児…昼12時 30分～午後1時

●持ち物 :母子健康手帳、バスタオル、間

診票 (3カ 月。9カ 月児は事前に配布、

3歳児は郵送)、 3カ 月児健診のかたは

予防接種予診票

●注意 :

*乳幼児問診票と母子健康手帳の「保護者

の記録」を必ず記入しておいでください。

*3カ 月健診と9カ 月健診は受付時間をず

らしております。待ち時間を少なくする

ためですので、ご協力ください。

*お子さんが、当日具合が悪かつたり、1

週間以内に人にうつる可能性のある病気

(みずぼうそう、インフルエンザ、突発

性発疹、とびひなど)にかかったりした

時は事前に電話などでご連絡ください。

はしかが流行しています。1歳を過ぎたら

なるべく早く予防接種を受け、お子さん

をはしかから守ってあげましょう。

日本 語 の 通 訳 が 必 要 な か た ヘ

母子健康手帳交付時、両親学級や赤ちゃん

健診などで通訳をお願いすることができま

す。必要な方は事前にご連絡ください。

〔
．̈
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すこやか子ども何でも相談

●随時相談をお受けしています。

●お子さんの健康や育児のことなど、どん

な小さなことでも一人で悩まず、ご相談

ください。

健康相談

●随時相談をお受けしています。

●内容 :赤ちゃんからお年寄りまで、体や

心の健康に関すること全般

総合検診

(結核・基本・胃がん・大腸がん。

前立腺がん。子宮がん・肝炎ウイルス検診)

*8月 2日、27日 は子宮がん検診はありま

せん。

●受付時間

*70歳以上 (昭和10年 4月 1日 以前生まれ)

のかたはすべて無料になります。

●対象者 :

結核検診・基本健診…

昭和61年 4月 1日 以前に生まれたかた

胃がん・大腸がん・前立腺がん検診…

昭和40年 4月 1日 以前に生まれたかた

月  日 場  所 対象町内

8月 2日 (月 ) 就業構造改善センター鮎貝 1～ 6

8月 6日 (金 ) ハーモニープラザ
鮎員13、

高岡 1・ 2
深山1・ 2、 黒鴨

8月 27日 (金 ) ハーモニープラザ 鮎員7～ 12、 14

子官がん 1三高18:30^シ 9:00

結核・基本・胃がん・大腸がん

前立腺がん・1干炎ウイルス
1三高i7:30^V9:30

結核・基本。大1易がん

前立腺がん。肝炎ウイルス
午後1:00～ 2:00

●料金

結核検診 無  料

基本健診 (19～ 29歳 ) 5,000円

基本健診 (30～ 39歳 ) 3,000円

基本健診 (40～ 69歳 ) 2,300円

胃がん検診 1,600円

大腸がん検診 700円

前立腺がん検診 2,300円

子宮がん検診 1,500円

肝炎ウイルス検診 1,000円

子宮がん…

昭和50年 4月 1日 以前に生まれたかた

肝炎ウイルス検診…

今年度中に抑、4、 50、 55、 60、 65、 70歳にな

られるかた

愛の献血にご協力ください

●全血 (200cc、 400cc)

会場 :老人福祉センター

時間 :午前10時から午後 3時 まで

弁護士 :安部 敏さん
弁護士相談は要予約、午後 1時45分から

3時45分 まで。相談は無料です。

■白鷹町社会福祉協議会 (な86-0150)

8月 2日 ま で の 納 期
●固定資産税………………2期

●国 保 税………………2期
●介護保険料(普通徴収)・・・2期

2128  E― nlail:sounlu@so to、vn shirataka yamagatajp

0

月  日 時  間 会 場

8月 19日 (木 )

9:30～ 11:30 Ⅲニクニ山形工場

13:30～ 14:30 日本サーモ欄山形工場

15:20-16:30 日本GT冊山形工場

生活相談所の相談日

7月 28日 (水)一般相談

8月 4日 (水)弁護士相談並びに一般相談

8月 11日 (水)一般相談

8月 18日 17k)行政相談並びに一般相談


